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News & Information

宮
島
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
企
業
団

か
ら
の
配
分
金
の
使
途

財
政
課
緯
運
９
１
２
５

　
宮
島
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
企
業
団
か
ら

の
配
分
金
は
、
次
の
表
の
と
お
り
、

子
育
て
環
境
や
教
育
・
福
祉
の
充
実

に
つ
な
が
る
事
業
の
財
源
と
し
て
活

用
し
て
い
ま
す
。

墓
参
送
迎 

無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行

生
活
環
境
課
緯
運
９
１
４
７

　
お
盆
期
間
中
に
JR
宮
内
串
戸
駅
と

火
葬
場
霊
峯
苑
間
で
無
料
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
市
営
墓
地

（
霊
峯
墓
苑
・
第
二
霊
峯
墓
苑
・
第

三
霊
峯
墓
苑
）
に
お
墓
参
り
す
る
人

は
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

期　
間　
8
月
13
日
㈯
～
15
日
㈪

乗
り
場　
JR
宮
内
串
戸
駅
北
口

ハ
ー
ツ
く
ん
号
を 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
に 

派
遣
し
ま
す

循
環
型
社
会
推
進
課
緯
運
９
１
３
３

●
ハ
ー
ツ
く
ん
号
の
派
遣

　
道
路
や
公
園
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
清
掃
に
、
せ
ん
定
枝
を
破
砕
し
て

資
源
化
す
る
車
両
（
ハ
ー
ツ
く
ん

号
）
を
派
遣
し
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
時
に
せ
ん
定

枝
が
あ
る
場
合
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
注
意
事
項

・
土
や
石
は
破
砕
機
が
損
傷
す
る
恐

れ
が
あ
る
の
で
、
必
ず
取
り
除
い

て
く
だ
さ
い
。

・
竹
や
笹
、
シ
ュ
ロ
、
ソ
テ
ツ
、
ツ

タ
状
の
も
の
、
根
株
、
葉
が
多
い

も
の
は
資
源
化
で
き
ま
せ
ん
。
30

㎝
未
満
に
切
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

清
掃
用
ご
み
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

お
盆
の
家
庭
ご
み
収
集

循
環
型
社
会
推
進
課
緯
運
９
１
３
３

　
お
盆
期
間
中
は
、
通
常
通
り
家
庭

ご
み
の
収
集
を
行
い
ま
す
。

　
ご
み
は
正
し
く
分
別
し
、
決
め
ら

れ
た
時
間
ま
で
に
ご
み
置
き
場
に
持

ち
出
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

収
集
開
始
時
間

・
廿
日
市
・
大
野
地
域
：
7
時
30
分

・
佐
伯
・
吉
和
地
域
：
8
時

建
物
に
対
す
る
補
助

建
築
指
導
課
緯
運
９
１
９
１

　
申
請
前
に
必
ず
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
書
お
よ
び
添
付
書
類
が
全

て
整
っ
た
も
の
か
ら
順
番
に
受
け
付

け
ま
す
。
予
算
額
に
達
し
た
場
合
、

申
し
込
み
を
締
め
切
り
ま
す
。

申
込
締
切　
い
ず
れ
も
9
月
16
日
㈮

（
必
着
）

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い

●
木
造
住
宅
耐
震
化
工
事
費
の
補
助

申
込
資
格　
木
造
住
宅
の
所
有
者
等

対　
象　
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前

に
建
築
さ
れ
た
木
造
一
戸
建
て
2

階
建
て
以
下
の
住
宅
で
、
補
助
金

交
付
決
定
後
に
工
事
着
手
し
令
和

5
年
3
月
末
ま
で
に
工
事
完
了
す

る
も
の
。

募
集
戸
数　
5
戸
程
度
（
先
着
順
）

補
助
内
容

①
耐
震
改
修
工
事

工
事
費
の
80
％
に
相
当
す
る
額
で

1
件
当
た
り
の
上
限
１
０
０
万
円

（
居
住
誘
導
区
域
外
は
上
限
50
万
円
）

②
現
地
建
て
替
え

工
事
費
（
除
却
お
よ
び
新
築
工
事

費
）
の
80
％
に
相
当
す
る
額
で
1

件
当
た
り
の
上
限
１
０
０
万
円

※
居
住
誘
導
区
域
内
に
限
る

③
非
現
地
建
て
替
え

除
却
工
事
費
の
23
％
に
相
当
す
る

額
で
1
件
当
た
り
の
上
限
83
万
8

千
円
（
居
住
誘
導
区
域
内
に
建
築

す
る
も
の
に
限
る
）

④
除
却

除
却
工
事
費
の
23
％
に
相
当
す
る

額
で
1
件
当
た
り
の
上
限
30
万
円

（
耐
震
性
の
あ
る
住
宅
に
住
み
替

え
る
こ
と
）

●
木
造
住
宅
耐
震
診
断
（
無
料
）
の 

希
望
者
募
集

　
現
地
調
査
を
行
い
、
一
般
診
断
で

地
震
に
対
す
る
安
全
性
を
評
価
し
ま
す
。

申
込
資
格　
木
造
住
宅
の
所
有
者
等

対　
象　
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前

に
建
築
さ
れ
た
木
造
一
戸
建
て
2

階
建
て
以
下
の
住
宅

募
集
戸
数　
14
戸
程
度
（
先
着
順
）

費　
用　
交
通
費
１
０
０
０
円
～
２

０
０
０
円
程
度
と
、
確
認
申
請
書

が
無
い
と
き
は
建
物
図
面
作
成
費

と
し
て
５
０
０
０
円
程
度
（
図
面

が
あ
る
場
合
は
不
要
）
が
必
要
で
す
。

●
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
除
却
建
て
替
え 

補
助

対　
象　
次
の
全
て
を
満
た
す
ブ
ロ
ッ

ク
塀

①
個
人
所
有
の
も
の
で
道
路
に
面
す

る
も
の

②
道
路
面
か
ら
の
高
さ
が
0
・
6
ｍ

以
上
の
も
の
（
擁
壁
の
上
に
設
置

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
塀
の
部
分

の
高
さ
が
0
・
6
ｍ
以
上
の
も
の
）

③
安
全
性
が
確
認
で
き
な
い
も
の

④
適
法
に
築
造
さ
れ
た
も
の

補
助
金
額　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
除
却
工

事
に
要
す
る
費
用
の
3
分
の
2
で
、

15
万
円
以
内
の
額
と
し
、
建
て
替

え
は
、
軽
量
フ
ェ
ン
ス
な
ど
安
全

な
構
造
の
塀
な
ど
の
新
設
工
事
に

要
す
る
費
用
の
3
分
の
2
で
15
万

円
以
内
の
額
を
加
え
た
額

●
土
砂
災
害
対
策
改
修
費
用
の
補
助

対　
象　
次
の
全
て
を
満
た
す
住
宅

①
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
内
に
あ

る
住
宅

②
建
築
基
準
法
で
定
め
る
土
砂
災
害

特
別
警
戒
区
域
内
に
お
け
る
居
室

を
有
す
る
建
築
物
の
構
造
基
準
に

適
合
し
な
い
既
存
不
適
格
で
あ
る

住
宅

補
助
金
額　
住
宅
な
ど
の
土
砂
災
害

対
策
改
修
に
要
す
る
工
事
費
に
23
％

を
乗
じ
て
得
た
額
。
住
宅
な
ど
の
土

砂
災
害
対
策
改
修
に
要
す
る
対
象
工

事
費
は
３
３
６
万
円
（
補
助
額
77
万

2
千
円
）
を
限
度
と
し
ま
す
。

入
や
預
貯
金
が
わ
か
る
資
料
を
持
っ

て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

柔
道
整
復
・
は
り
・
き
ゅ
う
・ 

マ
ッ
サ
ー
ジ
の
適
正
受
診

保
険
課
緯
運
９
１
５
９

⑴
柔
道
整
復
師
の
施
術

●
保
険
を
使
え
る
と
き

　
整
骨
院
や
接
骨
院
で
骨
折
、
脱
臼
、

打
撲
、
捻
挫
お
よ
び
肉
ば
な
れ
の
施

術
を
受
け
た
と
き
。

●
治
療
を
受
け
る
と
き
の
注
意

・
骨
折
と
脱
臼
は
、
緊
急
の
場
合
を

除
き
、
あ
ら
か
じ
め
医
師
の
同
意

を
得
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

・
単
な
る
肩
こ
り
、
筋
肉
疲
労
な
ど

に
対
す
る
施
術
は
保
険
の
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。
施
術
を
受
け
た
場

合
は
、
全
額
自
己
負
担
で
す
。

・
医
療
機
関
（
病
院
、
診
療
所
な
ど
）

で
同
じ
負
傷
な
ど
の
治
療
を
受
け

て
い
る
間
は
、
施
術
を
受
け
て
も

保
険
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

●
柔
道
整
復
の
療
養
費

　
柔
道
整
復
師
の
施
術
に
か
か
る
療

養
費
は
、「
償
還
払
い
（
患
者
が
全

額
負
担
し
た
後
、
自
ら
保
険
者
に
費

用
を
請
求
し
て
支
給
を
受
け
る
こ

と
）」
が
原
則
で
す
が
、
柔
道
整
復

師
が
患
者
に
代
わ
っ
て
保
険
者
へ
請

求
す
る
「
受
領
委
任
」
と
い
う
方
法

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
医
療
機

関
へ
か
か
っ
た
と
き
と
同
じ
よ
う
に

宮
島
口
地
区
景
観
形
成
補
助

制
度

都
市
計
画
課
運
９
１
９
０

　
宮
島
口
地
区
景
観
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
適
合
し
て
い
な
い
建
築
物
な
ど
の

外
観
を
、
基
準
に
適
合
さ
せ
る
よ
う

に
行
う
建
築
物
な
ど
の
工
事
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

確
認
す
る
か
、
都
市
計
画
課
ま
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

都
市
計
画
の
案
の
縦
覧

都
市
計
画
課
緯
運
９
１
９
０

●
都
市
計
画
変
更
の
案
の
縦
覧

　
次
の
都
市
計
画
変
更
の
案
を
作
成

し
た
た
め
、
縦
覧
を
行
い
ま
す
。
こ

の
案
に
関
す
る
意
見
の
あ
る
人
は
意

見
書
を
提
出
で
き
ま
す
。

都
市
計
画
変
更
の
案　
広
島
圏
都
市

計
画
道
路
（
畑
口
寺
田
線
）

縦
覧
・
意
見
書
の
提
出
期
間　
8
月

23
日
㈫
～
9
月
6
日
㈫

縦
覧
場
所　
市
役
所
都
市
計
画
課

※
閉
庁
日
に
縦
覧
を
希
望
す
る
場
合

は
、
事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

意
見
書
の
提
出　
都
市
計
画
の
名
称
、

氏
名
、
住
所
、
当
該
地
区
・
施
設

な
ど
に
関
す
る
利
害
関
係
の
内
容
、

意
見
、
意
見
提
出
日
を
記
入
し
、

都
市
計
画
課
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

（
消
印
有
効
）
で
次
へ
。

〒
７
３
８
―
８
５
０
１
（
住
所
不
要
）

廿
日
市
市
役
所
都
市
計
画
課

空
き
家
バ
ン
ク
に 

登
録
し
て
み
ま
せ
ん
か

住
宅
政
策
課
緯
運
9
1
8
7

　
空
き
家
を
活
用
し
て
地
域
の
活
力

を
維
持
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。
空

き
家
を
所
有
し
、
賃
貸
・
売
却
を
考

え
て
い
る
人
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

対　
象　
市
内
に
空
き
家
を
所
有
し

立
ち
会
い
が
可
能
な
人

申
込
方
法　
住
宅
政
策
課
ま
た
は
佐

伯
支
所
、
吉
和
支
所
お
よ
び
宮
島

支
所
地
域
づ
く
り
担
当
へ
直
接
ま

た
は
郵
送
で
登
録
申
請
書
を
提
出

福
祉
・
介
護

障
害
者
委
託
訓
練
生
の
募
集

障
害
福
祉
課
緯
運
９
１
５
２

　
障
が
い
の
あ
る
人
の
就
職
に
役
立

つ
知
識
・
技
能
な
ど
の
習
得
を
目
的

と
し
た
訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対　
象　
公
共
職
業
安
定
所
に
求
職

登
録
し
て
い
る
身
体
（
精
神
）
障

が
い
者
な
ど

コ
ー
ス　
パ
ソ
コ
ン
初
級
ス
キ
ル
習

得
科
ほ
か

受
講
料　
無
料
（
教
科
書
代
な
ど
は

実
費
）

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　
広
島
障
害

者
職
業
能
力
開
発
校
ま
で
電
話

（
緯
０
８
２
（
２
５
４
）
１
７
６

６
）
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
姉
０
８

２
（
２
５
４
）
１
７
１
６
）
で
。

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い

国
民
健
康
保
険 

一
部
負
担
金
減
免

保
険
課
緯
運
９
１
５
９

　
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
が
、

医
療
機
関
窓
口
で
支
払
う
一
部
負
担

金
を
減
額
ま
た
は
免
除
す
る
制
度
で
す
。

●
入
院
治
療
で
対
象
と
な
る
場
合

　
直
近
3
カ
月
の
収
入
が
昨
年
中
の

収
入
と
比
べ
て
大
き
く
減
少
し
、
生

活
保
護
基
準
の
１
３
０
％
以
下
で
、

預
貯
金
の
保
有
額
が
生
活
保
護
基
準

の
3
カ
月
分
以
下
の
額
し
か
な
い
と

き
。
収
入
に
よ
っ
て
減
免
の
割
合
は

異
な
り
ま
す
。

●
外
来
治
療
で
対
象
と
な
る
場
合

　
災
害
や
貧
困
な
ど
の
理
由
で
国
民

健
康
保
険
税
が
減
免
さ
れ
て
い
る

（
納
期
の
設
定
が
な
い
時
期
は
国
民

健
康
保
険
税
が
減
免
さ
れ
る
場
合
と

同
等
の
収
入
や
預
貯
金
し
か
な
い
）

と
き
。
該
当
す
る
場
合
は
一
律
免
除

と
な
り
ま
す
。

　
実
際
の
要
件
は
世
帯
ご
と
に
異
な

り
ま
す
。
ま
た
、
困
っ
て
い
る
原
因

が
生
じ
て
か
ら
6
カ
月
以
内
に
申
請

す
る
こ
と
が
条
件
で
す
。
ま
ず
は
収

自
己
負
担
分
だ
け
で
施
術
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
受
領
委
任
を
す
る
場
合
は
、
必
要

書
類
に
患
者
の
署
名
が
必
要
で
す

⑵
は
り
・
き
ゅ
う
の
施
術

●
保
険
を
使
え
る
と
き

　
主
に
神
経
痛
、
リ
ウ
マ
チ
、
頸け

い

腕わ
ん

症
候
群
、
五
十
肩
、
腰
痛
症
、
頸け

い

椎つ
い

捻
挫
後
遺
症
な
ど
の
慢
性
的
な
疼
痛

を
主
症
と
す
る
疾
患
の
治
療
を
受
け

た
と
き
。

●
治
療
を
受
け
る
と
き
の
注
意

・
保
険
を
使
う
に
は
、
あ
ら
か
じ
め

医
師
の
発
行
し
た
同
意
書
ま
た
は

診
断
書
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、

施
術
所
な
ど
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

・
医
療
機
関
で
同
じ
対
象
疾
患
の
治

療
を
受
け
て
い
る
間
は
、
施
術
を

受
け
て
も
保
険
の
対
象
に
は
な
り

ま
せ
ん
。

⑶
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
施
術

●
保
険
を
使
え
る
と
き

　
筋
麻
痺
や
関
節
拘
縮
な
ど
、
医
療

上
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
必
要
と
す
る
症
例

で
施
術
を
受
け
た
と
き
。

●
治
療
を
受
け
る
と
き
の
注
意

・�

保
険
を
使
う
に
は
、
あ
ら
か
じ
め

医
師
の
発
行
し
た
同
意
書
ま
た
は

診
断
書
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、

施
術
所
な
ど
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

・
単
な
る
疲
労
回
復
や
慰
安
、
疾
病

予
防
の
た
め
の
施
術
な
ど
は
保
険

の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

6 月に宮園上の清掃へ派遣しました

JR 
宮内串戸駅発

火葬場
霊峯苑発

8：00 9：30
10：00 11：30
12：00 13：30
14：00 15：30
16：00 17：30

注意事項
・予約は不要です
・乗車定員に限りがあります
・�発着地以外での乗降はでき
ません

令和 4 年度予定事業 金額
（千円）

吉和支所複合施設の
整備 151,100

筏津地区公共施設の
再編整備 252,550

小・中学校および学校
給食施設の改修など 325,900

その他（地域医療拠
点等の整備など）   76,200

合　計 805,750

■
納
期
限 

8
月
31
日
㈬
市
県
民
税
2
期
、
国
民
健
康
保
険
税
2
期
、
介
護
保
険
料
2
期
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
2
期
、
保
育
料
8
月
、
延
長
保
育
料
8
月
、

留
守
家
庭
児
童
会
利
用
料
8
月
、
市
営
住
宅
使
用
料
8
月
、
市
営
住
宅
駐
車
場
使
用
料
8
月
、
社
会
福
祉
施
設
入
所
者
負
担
金
7
月

■
夜
間
納
税
窓
口 

8
月
25
日
㈭
17
時
15
分
～
19
時
45
分

市
役
所
税
制
収
納
課

問
税
制
収
納
課

緯
運
９
１
１
１
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